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研究要旨

本研究は，日本海側における縄文時代～弥生時代の遺跡に記録された地震や火山などの災害が，当

時の生活に及ぼした影響を検討するものである．新発田市青田遺跡の縄文時代晩期末葉の 2回の液状

化は，掘立柱建物の木柱と鳥海山の埋もれ木の年輪年代及び年輪酸素同位体比分析によって得られた

暦年代から，S3層期の液状化が BC530 年～BC522 年前後で鳥屋 2a 式新段階，SD1420-B7 層の液状化が

BC466 年前後で大洞 A’式であることを明らかにした．SD1420-B7 層の液状化年代は，鳥海山の山体崩

壊の年代と一致し，考古学的年代が縄文時代晩期末葉の大洞 A’式であることを初めて明らかにした．

青田遺跡の 2度の地震は，阿賀野市山口野中遺跡や境塚遺跡にも影響を及ぼした可能性があり，縄文

時代晩期末葉に下越地域を中心とした2度の地震があった可能性がある．さらに，BC466年頃の大洞A’

式に日本海側の新潟と秋田の離れた地域で地震・噴火が起こっていたことが明らかになり，貞観地震

の際と同様の地震と同時期の噴火として注目される． 

Ａ．研究目的

2011 年の東日本大震災によって，過去の災害履

歴の解明が急務になっている．新潟県内では 9世

紀の貞観地震に関連した地震痕跡が多数確認さ

れている．一方，縄文時代の地震痕跡も数多く見

つかっている． 

本研究では，日本海側における縄文時代～弥生

時代の遺跡に記録された地震や火山などの災害

履歴を調査し，これらのイベントが当時の生活に

及ぼした影響について検討する． 

Ｂ．研究方法

新発田市青田遺跡で検出された縄文時代晩期

終末の地震について，年輪年代を基に暦年代を検

討する．また，これらの災害の考古学的年代（土

器型式）を確定する． 

そして，同時期に起こった鳥海山の山体崩壊と

の年代関係を明らかにする． 

さらに，越後平野周辺の縄文晩期終末～弥生前

期の遺跡の継続性を調査し，災害との関連につい

て検討する． 

Ｃ．研究結果

青田遺跡は低湿地に営まれた縄文時代晩期終

末に幅 25～51ｍの河川の両岸に営まれた集落で

ある．南北 210ｍの範囲から掘立柱建物 58 棟が確

認され，木柱 458 本が出土した．青田遺跡の暦年

代は，木柱と紀元前 466 年の噴火で埋まった鳥海

山の埋もれ木の年輪年代及び年輪酸素同位体比

分析によって，下層が BC538 年～BC522 年の 17 年

間，上層が BC477～BC468 の 12 年間であることが

明らかにされている． 

縄文時代晩期末葉の液状化は4回検出されてお

り，このうち S3 層期と SD1420-B7 層期の液状化



直後に上層及び下層の集落が衰退している．S3 層

期の噴砂は下層集落のSB4で確認されている．SB4

の構築時期は BC530 の SB31・5・32 と同年頃と推

定される．また，BC522 年以降は建物を確認でき

ず，集落が衰退している．したがって，S3 層期の

地震は BC530 年～BC522 年前後と推定される． 

一方，上層の層位は掘立柱建物の暦年代とその

所属層位との関係から，SD1420-2b 層と 1b～1a 層

の間にある 9層分が 8年間で堆積していたことが

分かり．１年程度で１層が堆積した計算となる．

これを基に SD1420-B7 層の堆積年代を求めると，

BC466 年前後となり，この頃に地震が起こったも

のと推定される． 

以上から，S3 層期の液状化は BC530 年～BC522

年前後で鳥屋 2a 式新段階，SD1420-B7 層の液状化

は BC466 年前後で大洞 A’式であることを明らか

にした． 

Ｄ．考察

鳥海山の山体崩壊の年代は，埋没スギの年輪年

代分析によってBC466年であることが明らかにさ

れている．この年代は青田遺跡 SD1420-B7 層の地

震年代とほぼ同時期と考えられる．したがって，

鳥海山の山体崩壊の考古学的年代は縄文時代晩

期末葉の大洞 A’式であり，考古学的年代を初め

て分かった． 

阿賀野市山口野中遺跡では鳥屋 2a 式に集落衰

退するが，直後に大規模な液状化を確認できる．

また，東側に隣接する境塚遺跡では鳥屋 2a 式に

河岸集落が形成・衰退の後，河川の埋積を挟み，

鳥屋2b式のふたたび河岸集落が形成され，大洞A’

式に集落が衰退する．こうした集落の形成・衰退

は青田遺跡と同時期に起こった可能性がある．し

たがって，下越地域を中心とした縄文時代晩期後

葉に 2度の地震があった可能性を示唆する． 

越後平野の遺跡継続性を見ると，晩期末葉の鳥

屋 2b 式・大洞 A’式から弥生前期の緒立 1b・1c

期に継続する遺跡はほとんどなく，地震が集落に

影響を及ぼした可能性がある． 

Ｅ．結論

青田遺跡は検出された液状化の年代は，BC530

年～BC522 年前後と BC466 年頃であることを明ら

かにした．また，地震が縄文集落の盛衰に関与し

た可能性がある．この 2 度の地震は山口野中遺

跡・境塚遺跡にも影響を及ぼした可能性があり，

鳥屋 2a 式と鳥屋 2b 式・大洞 A’式の遺跡では地

震の影響を調査する必要がある． 

越後平野では鳥屋 2b 式・大洞 A‘式から弥生時

代前期の緒立 1b・1c 期に継続する遺跡は少なく

途切れる傾向がある．遺跡が途切れるのは時代画

期の影響と考えられてきたが，越後平野では地震

の影響も検討する必要がある． 

BC466 年頃の大洞 A’式に日本海側の新潟と秋

田の離れた地域で地震・噴火が起こっていたこと

を明らかにした．貞観地震の 2 年後の 871（貞観

13）年にも鳥海山は噴火しており，地震と同時期

の噴火として注目される．大洞 A’式の火山灰・

津波堆積物・液状化などを総合的に研究し，縄文

晩期末葉における広域の災害状況の検討が必要

と考える．
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